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別の基準(2)(3)，参照)， ことにその割合ないし割合的範囲を J 土の会社財産に対応する自己資本，
他人資本(負冒)につも、てとらえたもりとみるべきものと考えられるので，以下，これらの用語
についてはj こりような理解の仕方による。

































































(なお.以下そして前者の資本金に関するものからみていきたいと思う o"j' . 




















































































10) 拙稿J 持分均衡説批判， r税経過信J昭和42年 9月a幸照。







































































































































































































13) ただし J この最誰の点については，なおよ後述の注記14審照n
























































































































配であるが， この 10万円はそのままにおかれてし、て， そのうえにさらに幾ば
くかのものでも分配されると Fるなら，それが資本の分配を意味するものでな
いことは， こうしたこの聞の事実そのものが示しているところである。この場
合， 前記の 10万円はいいかえれば元本として投下されたものであれしたが
ってそれにたいして分配されるものは，それがどのようにして取得されたもの
であろうと，いずれも上の元本にたいする追加分(あるし、は剰余)を煮味するも
のであるととは明らかであり，それゆえ，それはこのようなその性質からいっ
て，当然一種の利益を意味するものとしてとらえられるべきものとみなければ
ならない。また前記の 1万円がかかる種類のものであることは一見して明瞭な
はずである。しかもこのこと壱否定する根拠はなんら存在しないといわなけれ
ばならないc
ところでまた，上に述べたととろからす7れば，前述のような無償取得剰余金
を資本とみることの誤りであることはもはや異論の余地のないものとしてさえ
承認されなければならないはずである。ところが，やはり一般にみられると同
じように，教授の場合においても，このような帰結に至らざるをえないはずの
いま上に問題としてみたようなことは，はじめからなんら考えられようともし
ていないのである。しかしこれでは，この場合にも問題はやはり残されたまま
であれしかもそこにみられる考察の不備・欠陥はおおうべくもないものとし
てさえみられなければならないであろう。(未完)
